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本稿は、昨年度に記した論文<静岡県における「公立学校敷地内禁煙化Jについて>の続編である。
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静岡県教育委員会は、平成 16年1月26日付けにおいて、「喫煙防止教育の充実及び学校敷地内禁煙の

実施についてjの通知を教育長名で行い、平成 16年度内をもって静岡県内のすべての公立の小学校・中

学校・高等学校・盲・聾・養護学校・幼稚園の敷地内を「全面禁煙Jとするニととした。

この「施策Jの実現は、公的・私的、また個人・団体を問わず、数多くの方々による f行政Jや「立法j

また「世論jに対する「公立学校敷地内全面禁煙化J(以下、学校禁煙化と示す)の実現に向けた「働きか
けjの成果であり、同時に、静岡県庁行政官の職務執行の成果であると筆者は考える。

さて、本調査が目指す研究の全体像は、静岡県における、数多くの方々による「学校禁煙化Jの実現に

向けた「働きかけの姿そのものJと、それに対応した「行政の施策の展開・変遷jを明らかにしていくこ

とである。ここではその「学校禁煙化」の「通知」が行われ、実際に静岡県下の公立学校944校の全てに

おいて「学校禁煙化Jが実現されるまでの過程を“シズオカプロセス"と呼ぶこととし、この“シズオカ

プロセス"の内容の解明を目指すものである。

なお前稿では、この hシズオカプロセス"の時間的範囲の終点を「学校禁煙化の通知が行われるまでJ

としたが、本稿ではその範囲を約1年半延ばし、全県下の公立学校944校の全てにおいて、「学校禁煙化の

実現Jが確認されたまでとする。

ところで、静岡県教育委員会(行政)の「学校禁煙化jに関する施策の展開を、簡略的に示せば表ー1の通

りになる。

実際には、これら以上に複雑な行政的手順・作業等があったことは想像に難くないが、施策の展開とし

ては、 1) r学校での受動喫煙防止対策に関する実態調査とその公表Jをもとに、 2)3) 4) 5) r新規の委員
会(学校における喫煙問題検討委員会)の設置とその委員会での検討J、6)r (上記の)委員会からの提言J
を受け、 7)r学校禁煙化を全県下へ通知j、そして、 8)r全県下公立学校における敷地内禁煙化の完全実施
の公表jという流れとなる。

この約2年半の聞の「行政の施策の展開・変遷Jとその結果としての「学校禁煙化完全実施jの実現に

は、数多くの方々による多方面への「働きかけJが影響を及ぼしているということは先に述べた通りだが、
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静岡県教育委員会 (行政)の「学校禁煙化」に関する施策の流れ

1) 2002.12.18

「学校での児童 :生徒の受動喫煙防止対策に関する調査」の結果が公表される。

2) 2003.3.13

「第 1回  : 学校における喫煙問題検討委員会」の開催

3) 20o3.5.29

「第 2回  : 学校における喫煙問題検討委員会」の開催

4) 2003.7.25

「第3回 三 学校における喫煙問題検討委員会」の開催

5) 2003.10:10

「第4回  : 学校における喫煙問題検討委員会」の開催

6) 2003.11.11

「学校における喫煙問題検討委員会」が「学校敷地内全面禁煙の実施」を教育長へ提言する。

7) 2004.1.26

全県下の「公立学校敷地内全面禁煙の実施 (平成 16年度中)」 が教育長名で通知される6

ρ

8) 2005:6120                     .

全県下公立学校 944校の全てにおぃて敷地内全面禁煙が実現されたことが教育委員会より

公表される。
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本稿ではその「働きかけ」のひとつとして機能tた ものと思われる、筆者が直接かかわった研究会「静

岡 :公立学校敷地内完全禁煙化推進・サポート研究会」の稚拙な活動の中よ
:り
、20033.13か ら2005.3.30

まで (「第一回 ;学校における喫煙問題検討委員会の開催」から「2005年度の学校禁煙化の完全実施」を

迎えるまで)の ものを報告し、いわゆる “シズオカプロセス"の「一部分」を明らかにしていく試みを通

して、今後の研究課題である “シズオカプロセ不"の「全体像」の解明に向けた糸口をつかみたいと考え

るものである。

なお前稿では、2∞2.3.11から200313.13ま で (「和歌山県での現地調査」から「第■回;学校における喫

煙問題検討委員会」の開催を迎えるまで)の ものを報告している。
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「静岡 :公立学校敷地内完全禁煙化推進・サポート研究会」について

当研究会は、いわゆる大学の「ゼミ活動」の一環として組織されたものであり、当然のことながら教育・

研究目的及び社会貢献を目的として、数人の大学生とその指導教官 (筆者)を主な活動メンバーとしたも

のである。研究会の目標は、喫煙防止教育の充実と受動喫煙の防止のための「学校禁煙化」の実現を静岡

県教育委員会より「通知」してもらうことであり、その「通知」が実現されるための様々な情報提供を行

政へ行なうことであった。例えばそれは、

1)なぜ学校の禁煙化が必要なのかについての理論の提供、

2)学校禁煙化に関する国内の先行事例 (前例)の報告、

3)学校禁煙化を進めるための方法論 (段取り0手順)の紹介、

4)学校を禁煙化することによる付加価値の紹介、

等であり、行政官への情報提供・啓蒙活動を積極的に行うことにより、最終的には行政官の内発的で能動

的な施策の推進を誘うことに努めた。加えて、

5)学校禁煙化の「世論化」

を積極的にはかり、行政がその対策を推進しやすくなるような「社会づくり」にも努めた。「世論」は行政

を動かす重要なファクターであり、「学校禁煙化」に向けての「世論化」は、当研究会の活動の大きな比重

を占めた。

「静岡 :公立学校敷地内完全禁煙化推進・サポート研究会」による「働きかけ」と「行政」による「施策

の展開」について

2002.3.13か ら2005。 3.3ま でにおける、当研究会による「働きかけ」と、行政による「施策の展開」、つま

り“シズオカプロセス"(その一部)を、時系列にそつて以下に示す。
そこには、「行政」が実施したり設置したりすることによって「学校禁煙化」の実現にとつて極めて大き

な意味を持つといえる03.3.13か ら4回実施された「学校における喫煙問題検討委員会」や 2004.1.26に発

表された「静岡県公立学校敷地内の全面禁煙化についての通知」が、当研究会のそれらの実施や設置にむ

けた「働きかけ」や「世論化」と対応しながら実現されていった様子が何える。

以下には、時系列にそって、その内容を示していくと同時に、その場面での当研究会の「取組み」・「働

きかけ」や行政による「施策」が、その後にどのような影響を与えていったかについても考察を加えてい

きたい。

1)03。 03.13 「第 1回 学校における喫煙問題検討委員会」の開催。

県単位における学校禁煙化の実施に際しては、まずもつて「公的な場所における議論の

開始」が不可欠であると、前稿で述べた (詳細は前稿を参照されたい)。 この 03.03.13に 開
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催された第 1回 目の「学校における喫煙問題検討委員会」は、その後の「学校禁煙化の実

現」に向け、極めて大きな意義を持つものであった。

また、この委員会開催の情報とその社会的意義についての筆者の考えを地方新聞の新

聞記者に提供し、後日の新聞紙面への掲載を願つた。記事掲載の権限またそれによる社会

的成果は、当然のことながらその新聞社のものであるが、結果として下の記事が掲載され、

「学校禁煙化の議論の開始」が広く県民の知られるところとなった。

1執 5年 3月 И 日

2)03.03.14 「学校たばこ対策推進セミナー」を開催する。

全国に先駆けて公立学校の全面禁煙化を実現 した和歌山県の取 り組みについては前稿

にて述べた通 りだが、その和歌山県の取 り組みを積極的にリードしてきたキーパーソン

である和歌山県教育委員会の北山敏和氏を講師として招き、「学校禁煙化の実現に向け

て」の講演会を開催した。この講演会は、当研究会が主催し、そこには先日開催された「学

校における喫煙問題検討委員会」の主催者である静岡県教育委員会の職員の方にも参加

してもらい。

その後の「学校における喫煙問題検討委員会」の議論推進のための情報収集の機会を提

供させていただいた。

「学校禁煙化」の先進県のしかもそのキーパ∵ソンを講師として招き、その生の声を静
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岡県教育委員会の職員の方へ伝えられるセミナーを開催することが出来たことは、「静岡

県下の学校禁煙化の実現」に向け、少なからず効果的な影響を与えられたものと思われる

敷地内禁煙 教育委員会の決断

当日の講演資料の一部 (和歌山県の取り組みについて)

地方民放ラジオ番組 (SBS)に 出演し静岡県における「学校禁煙化推進」の展望について

紹介する。

静岡県における民放のラジオ番組に出演し、「学校禁煙化」の必要性やその推進につい

て筆者が紹介した。ここでは、当研究会のこれまでの取り組みも紹介するほか、「学校禁煙

化」に向け県民全体をあげての対策推進の理解を訴えた。

短い時間の放送ではあったが、「学校禁煙化」の実施に対する県民のコンセンサス形成

に、少なからず効果的な影響を与えられたものと思われる。

このような「世論形成」の一歩一歩の取り組みが、最終的な行政による「学校禁煙化」

の施策決定 。実施に大きな影響を与えたものと考える。     _
なお当然のことながら、放送日前までに、当ラジオ局のデイレクターと数回にわたり

「学校禁煙化の重要性」や「学校禁煙化に向けての世論の形成の重要性」について議論を

交わし、当日の放送が実現した。

健康増進法の施行日にともない関連情報を地方テレビ局へ提供する。

5/1は「受動喫煙の防止措置」を謳った「健康増進法」の施行日であり、当然のことな

がら静岡県における民放のテレビ局もその情報提供をすることが考えられた。そこに、ぜ

3)03.04.02

4)03.05.01

(以前 )
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ひ、現在の静岡県内の学校禁煙化の取り組みに関する情報を加えてもらいたいと願い、先

駆的に「学校禁煙化」を進めている学校をいくつか紹介した。結果的に、複数のテレビ局が、

静岡県内の一部の地域のその取り組みを取材・放送することとなった。

この放映により、「健康増進法」が単に新規の法律という位置づけではなく、もうすでに

地域の学校で同法の趣旨が生かされているというまさに「身近な」法律のひとつとして、

視聴者に捉えていただけたものと考える。

このような「世論形成」の一歩一歩の取り組みが、最終的な行政による「学校禁煙化」

の施策決定・実施に大きな影響を与えたものと考える。

「第2回 ;学校における喫煙問題検討委員会」での講演。

第2回 ;学校における喫煙問題検討委員会が開催され、その席上にて、当研究会の「学

校禁煙化の実現にむけて」の考え方を披露した。論旨としては、「生命尊重の立場をとる学

校という場において、人体への健康被害が明確となっている喫煙行為をいまのまま認め

平成 15年 5月 30日 朝刊 静岡新聞掲載

5)03.05。 29
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多
く
上
が
り
、
具
体

的
に
は

「積
極
的
に
地
域
に

出
向
い
て
説
明
す
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
た
。

こ
の
ほ
か
、

「子
供
の
環

境
を
守
る
大
人
の
義
務
と
し

て
考
え
る
べ
き
」

「今
ま
で

や
ら
な
か
っ
た
の
は
、
わ
れ

わ
れ
学
校
の
怠
慢
。
個
人
レ

ベ
ル
で
は
な
く
、
学
校
が
ど

う
い
う
場
所
で
あ
る
か
を
認

識
し
、
喫
煙
を

一
掃
す
る
の

が
望
ま
し
い
」
な
ど
敷
地
内

全
面
禁
煙
に
肯
定
的
な
声
が

相
次
い
だ
。

討
議
に
先
立
ち
、
敷
地
内

全
面
禁
煙
拡
大
を
目
指
す
静

岡
大
の
赤
欄
信

一
助
教
授
は

「
（校
内
の
喫
煙
は
）
生
命

尊
重
の
教
育
理
念
に
反
し
、

有
書
性
が
明
確
な
煙
を
学
校

内
で
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
い
は
ず
が
な
い
」

と
強
調
。
昨
年
四
月
か
ら
県

内
公
立
校
の
敷
地
内
全
面
禁

煙
を
打
ち
出
し
た
和
歌
山
県

の
笠
原
悌
二
朗
県
立
和
歌
山

東
高
校
長
は
、
通
達
に
対
す

る
男
性
教
職
員
の
猛
反
発
な

ど
導
入
の
苦
労
話
を
交
え
、

「喫
煙
は
非
行
で
な
く
ニ
コ

チ
ン
中
毒
と
い
う
病
気
」
と

い
う
認
識
に
基
づ
く
生
徒
ヘ

の

「脱
喫
煙
教
育
」
を
交
え

た
全
校
的
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

県
教
委
に
よ
る
と
、
健
康

増
進
法
の
施
行
な
ど
に
よ
る

関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
現

在
、
県
内

の
公
立
小

。
中
学

校
の
Ｈ

・
２
％
に
当
た
る
九

十
一
校
が
敷
地
内
を
全
面
禁

煙
と
し
て
い
る
。

輩
覇
教
育
長
も
「決
断
」示
唆



静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」について②

てよぃはずかない。」「学校は児童・生徒の生命・健康が最優先されるべき場所。その場所

において、児童・生徒へ健康被害が明確となつている受動喫煙を行なわせてはならない。」

という、いたつてシンプルなものとした (詳細は前前稿)。 学校教育の本質的な使命を全面

的に主張した内容の講演によつて、学校禁煙化に関する答申を出す委員の方々へ、直接的

に強力なインパクトを与えられたものと考える。なお当日は、和歌山県東高等学校長の笠

原氏の講演も行なわれた。

また、この当検討委員会の情報とその社会的意義についての筆者の考えを地方新聞の

新聞記者に提供し、後日の新聞紙面への掲載を願つた。記事掲載の権限またそれによる社

会的成果は、当然のことながらその新聞社のものであるが、結果として上の記事が掲載さ

れ、学校禁煙化の意義等が広く県民の知られるところとなった。

同様に、地方テレビ局のデイレクターヘも同様の情報提供しており、結果として、当日

夕刻のテレビニュースにおいて委員会の様子が放映された。

このような「世論形成」の一歩一歩の取り組みが、最終的な行政による「学校禁煙化」

の施策決定・実施に大きな影響を与えたものと考える。

市民グループ「こどもをタバコから守る会」の公開フォーラムに講師として参加し、「学

校禁煙化」の重要性について講演する。

市民グループが開催する公開フォーラムに講師として参加し、学校禁煙化の必要性と、

その実現に向けての県教育委員会の対策の推進をサポートしていくことの重要性を訴え

た。

また、このフォーラムの情報とその社会的意義についての筆者の考えを地方新聞の新

聞記者に提供し、後日の新聞紙面への掲載を願つた。記事掲載の権限またそれによる社会

的成果は、当然のことながらその新聞社のものであるが、結果として下の記事が掲載され、

学校禁煙化の意義等が広く県民の知られるところとなった。なお当日は、静岡県立こども

病院の加治氏の講演も行なわれた。

同様に、地方テレビ局のデイレクターヘも同様の情報提供しており、結果として、当日

夕刻のテレビニュースにおいてフォーラムの様子が放映された。

このような「世論形成」の一歩一歩の取り組みが、最終的な行政による「学校禁煙化」

の施策決定・実施に大きな影響を与えたものと考える。
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赤 田 信 一

教
員
が
卒
煙
体
験
談

世
界
禁
煙
デ
■
の
三
十

一
日
、
こ
ど
も
を
タ
バ
コ
か
ら
守
る
会
静
両
支
部
は
静
岡
市
東
草
深
町
の
ア

イ
セ
ル
２‐
で
、
学
校
敷
地
内
禁
煙
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会

「今
、
学
校
で
は
―
こ
ど
も
の
卒
煙
、
教

師
の
卒
煙
」
を
開
い
た
。
子
ど
も
を
え
ば
こ
の
書
か
ら
守
る
活
動
を
実
践
す
る
医
師
や
研
究
者
が
購
演

．

し
、
教
員
が
自
ら
た
ば
こ
を
断
っ
た

″卒
煙
体
験
″
を
層
っ
た
。

学
校
で
の
喫
煙
間
目
を
言
え
た
学
習
会

＝
静
岡
市
東
革
深
町
の
ア
イ
セ
ル
２‐

約
四
十
人
が
参
加
し
、
十

二
歳
以
下
の
子
ど
も
を
対
象

に

「卒
煙
外
来
」
を
開
設
す

る
県
立
こ
ど
も
病
院
の
加
治

正
行
医
師
は

「学
校
は
喫
煙

を
非
行
で
な
く
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
と
い
う
病
気
と
と
ら

え
、
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ

き
」
と
強
調
。
有
効
な
治
療

法
と
し
て
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ

と
呼
ば
れ
る
は
り
薬
を
紹
介

し
た
。

静
岡
大
教
育
学
部
の
赤
田

信

一
助
教
授
は

「喫
煙
は
生

命
尊
重
の
教
育
理
念
に
反
す

る
行
為
。
敷
地
内
喫
煙
を
認

め
る
こ
と
は
、
学
校
の
社
会

か
ら
の
信
頼
を
失
わ
せ
る
」

と
訴
え
た
。そ
の
上
で
、
「喫

煙
者
の
排
除
で
は
な
く
、
共

に
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
目

指
す

『共
生
』
の
論
理
で
進

め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と

呼
び
掛
け
た
。

∠
麗
π
し
た
教
員
は
、

「
個
人
的
な
体
調
の
改
善
と

併
せ
て
、
喫
煙
に
充
て
て
い
・

た
休
み
時
間
に
子
ど
も
と

触
れ
合
え
る
よ
う
に
な

っ

た
」
な
ど
と

″う
れ
し
い
変

化
″
を
実
感
を
込
め
て
語

っ
た
。
同
支
部
事
務
局
長
の

横
山
正

一
医
師
は

「た
ば
こ

を

一
人
で
や
め
る
の
は
大

変
。
卒
煙
者
の
体
験
を
聞

く
の
も

一
法
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

「 薫成 15年 6月 1日 朝刊 静岡新聞掲載

静岡で学習会



静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」について②

研究会が調査 。収集した「禁煙サポート・禁煙外来の病院施設名一覧表」を静岡県教育委員

会また静岡県下の全ての市町村教育委員会へ配布する。

当研究会では「県下一斉での公立学校禁煙化」を目指して活動を進めていったわけであ

るが、「そのためにも各市町村独自の学校禁煙化」の推進サポートにも力を注いできた。市

町村教育委員会は、主に地域の小学校・中学校を管轄するわけであるが、そこでの「学校

禁煙化の実施」は、他地域の市町村教育委員会べ良好な影響を及ぼすと同時に、高等学校

を管轄する静岡県教育委員会へも学校禁煙化推進に向けた良好な影響を及ぼす。よつて、

各々の市町村教育委員会での「学校禁煙化の実施」の先駆的な取り組みは、「県下一斉で

の公立学校禁煙化」(特に高等学校の禁煙化)に とって、極めて重要なものである。

この時点までに、いくつかの市町村においては「学校禁煙化」が取り組まれていたが、

その動きをさらに推進サポートするために、当研究室で新規の「禁煙サポート0禁煙外来

の病院施設名一覧表」を作成し、各教育委員会へ配布した。

「学校禁煙化」の実施に際しては、「禁煙サポート・禁煙外来」の情報は不可欠である。こ

の情報は、各市町村教育委員会における「学校禁煙化」の決断に際して、少なからず効果

的な影響を与えられたものと思われる。

「第3回 ;学校における喫煙問題検討委員会」の開催。

第3回 ;学校における喫煙問題検討委員会が開催された。この第3回の会議においては

当研究会は直接的な関与はないが、この委員会開催の情報とその社会的意義についての

筆者の考えを地方新聞の新聞記者に提供し、後日の新聞紙面への掲載を願つた。記事掲載

の権限またそれによる社会的成果は、当然のことながらその新聞社のものであるが、結果

として下の記事が掲載され、「学校禁煙化の議論」が広く県民の知られるところとなった。

同様に、地方テレビ局のデイレクターヘも同様の情報提供しており、結果として、当日

夕刻のテレビニュースにおいてフォーラムの様子が放映された。         、
このような「世論形成」の一歩一歩の取り組みが、最終的な行政による「学校禁煙化」

の施策決定・実施に大きな影響を与えたものと考える。
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肉
体
的
ダ
メ
■
ジ
指
摘

児
童
生
徒
を
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
書
か
ら
守
る
方
策
を
考
え
る

「学
校
に
お
け
る

喫
煙
問
題
検
討
委
員
会
」

（委
員
長
・
角
替
弘
志
常
葉
学
園
大
副
学
長
）
の
第
二
回

会
合
が
二
十
五
日
、
県
庁
で
開
か
れ
た
。
効
果
的
な
喫
煙
防
止
教
育
と
禁
煙
の
た
め

の
更
援
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
そ
の
生
徒
が
喫
煙
を
始
め
た
根
本
に

何
が
あ
る
か
を
考
え
た
対
応
策
や
学
校
に
と
ど
ま
ら
な
い
家
庭
や
社
会
全
体
の
環
境

警

２

種

繕

響

岳

奮

た
。

赤 田 信 一

県問題検討委

「学校禁煙化」に関する小論文を地方新聞に掲載してもらう。

先の 03.07.25に 開催された「第 3回 ;学校における喫煙問題検討委員会」を受け、それ

に関する私論を地方新聞に掲載してもらつた。字数の制限があり、最低限の意見しか提示

できなかつたが、学校禁煙化の意義に関する啓蒙活動の一環とし″て、少なからず効果的な

影響を与えられたものと思われる。

このような小さな活動が、ひいては県民全体の「学校禁煙化」に向けた世論形成への一

助になつたものと考える。

60

灘
界
錦
解
梅
一胡
誕
鶴
蝦
畷
』

「学
校
に
お
け
る
喫
煙
問
題

検
討
委
目
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
は

「た
ば

こ
の
煙
の
書
か
ら
子
供
た
ち

を
守
る
た
め
」
に
、
県
内
の

小

・
中

。
高
等
学
校
敷
地
内

を

「全
面
禁
煙
化
」
と
す
る

た
め
の
画
期
的
な
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
で
も
、
こ
れ
ま
で
あ

る
程
度
の

「分
煙
対
策
」
は

と
ら
れ
て
き
て
は
い
ま
し
た

一轟
轟
酬一疑
誕
誤
¨

煙
の
き
っ
か
け
や
生
徒
の
環

境
を
分
析
し
た
上
で
の
対
応

策
が
必
要
」
と
指
摘
「
禁
煙

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
め
る
高

校
の
教
輸
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
基
づ
き

「母
親
が
吸

っ
て
い
る
生
徒
の
喫
煙
率
が

高
い
」
と
述
べ
た
。

校
地
内
全
面
禁
煙
に
つ
い

て
は

「体
み
時
間
に
先
生
が

校
門
付
近
に
集
ま
っ
て
吸
っ

て
い
る
の
は
お
か
し
い
光

景
、と
い
う
声
も
出
て
い
る
」

と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

実
践
発
表
者
と
し
て
招
か

れ
た
県
立
こ
ど
も
病
院
の
加

治
正
行
医
師
は
、

「卒
煙
外

来
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

な
が
ら

「喫
煙
開
始
年
齢
が

早
い
ほ
ど
肉
体
的
グ
メ
ー
ジ

は
大
き
く
、
ニ
コ
チ
ン
依
存

一に
な
り
や
す
い
。
妊
婦
の
喫

煙
は
胎
児
の
脳
を
傷
つ
け
、

キ
レ
や
す
い
子
ど
も
に
な

る
」
と
指
摘
．
県
教
職
員
組

合
の
代
表
者
は

「喫
煙
者
と

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
対

策
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
要

望
し
、
県
高
校
教
職
員
組
合

の
代
表
者
は

「
一
教
員
と
し

て
」と
前
置
き
し
た
上
で
「喫

煙
す
る
乖
生
の
禁
煙
指
導
は

大
き
な
矛
盾
が
あ
る
」
と
述

べ
た
。

効果的な喫煙防止教育などについて

…た

…

し

9)03.07.31

静
岡
市

・
赤
田
　
信

一

（大
学
教
官
　
“
歳
）

七
月
二
十
五
日
、
県
教
育

一
「発
が
ん
性
物
質
」
が
含
ま

委
員
会
に
お
い
て
第
二
回

一れ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の

い
大
人
が
、
い
や
応
な
く
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ

れ
る

「受
動
喫
煙
」
に
よ
る

健
康
被
告
が
、
多
く
の
学
校

で
発
生
し
て
い
た
よ
う
で

■
た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
少

な
く
と
も
六
十
種
類
も
の

の
煙
」
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
は
、学
校
の
「生
命
尊
重
」

の
教
育
理
念
に
も
合
致
し
た

ご
く
当
然
の
こ
と
だ
と
思
わ

れ
ま
ｔ
学
校
敷
地
内
全
面
禁
理
化

は

「
い
の
ち
の
尊
さ
」
を
子

供
た
ち
に
教
え
ら
れ
る
最
高

の
プ

・
レ
ゼ
ン
ト
の

一
つ
で

ｔ

念
あ
響
員会
Ω
酪

（権
戻
変
饗
さ
れ
ま
ｔ

平成 15年 7月 26日 朝刊 静岡新聞掲載

平成 15年 7月 31日 朝刊 静岡新聞掲載



静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」について②

10)03.10。 10 「第4回 ;学校における喫煙問題検討委員会」の開催。

61

第 4回 ;学校における喫煙問題検討委員会が開催された。この第 4回の会議においては

当研究会は直接的な関与はないが、この委員会開催の情報とその社会的意義についての

筆者の考えを地方新聞の新聞記者に提供し、後日の新聞紙面への掲載を願った。記事掲載

の権限またそれによる社会的成果は、当然のことながらその新聞社のものであるが、結果

として委員会の記事が掲載され、「学校禁煙化の議論」が広く県民の知られるところと

なった。

同様に、地方テレビ局のデイレクターヘも同様の情報提供しており、結果として、当日

夕刻のテレビニュースにおいてフオーラムの様子が放映された。

このような「世論形成」の一歩一歩の取り組みが、最終的な行政による「学校禁煙化」

の施策決定・実施に大きな影響を与えたものと考える。

11)03.11.11 「学校における喫煙問題検討委員会」から「学校禁煙化」の提言がされる。

学校における喫煙問題検討委員会から静岡県教育委員長へ「学校禁煙化」の提言書が提

出された。

地方新聞ならびに地方テレビによつてその内容が紹介された。

平成 15年 H月 12日 朝刊 静岡新聞掲載

づ
く
り
で
は
地
域
の
青
少
年

声
掛
け
運
動
を
通
し
た
推

進
、
学
校
敷
地
内
全
面
禁
煙

で
は
教
職
員
や
外
来
者
の
理

解
と
協
力
体
制
の
確
立
な
ど

が
重
要
と
し
た
。
こ
れ
ら
の

提
言
の
実
現
に
向
け
て
、「喫

煙
習
慣
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

と
い
う
病
気
で
あ
る
」
と
の

一

視
点
に
立
っ
た
ニ
コ
チ
ン
パ

一

ッ
チ
に
よ
る
治
療
な
ど
サ
ポ

一

―
卜
体
制
の
充
実
や
た
ば
こ

の
販
死
方
法
に
つ
い
て
襲
係

企
業

・
団
体
へ
の
働
き
掛
け

な
ど
を
要
望
し
た
。

角
替
委
員
長
と
副
委
員
長

・

の
岡
田
幹
夫
県
医
師
会
副
会

．

長
が
県
庁
で
、
提
言
の
背
景

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書

と
と
も
に
鈴
木
教
育
長
に
提

言
．
鈴
木
教
育
長
は

「難
し

い
課
題
だ
が
、
児
童
生
徒
の

健
康
を
第

一
に
取
り
組
み
た

い
」
と
語
っ
た
。

検
討
委
員
会
は
学
餓
経
験

者
や
学
校
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
ら
十
四
人
で
構
成

し
、
二
月
か
ら
十
月
ま
で
四

回
の
会
合
を
通
し
て
話
し
合

っ
て
き
た
。

県
教
委
の
コ
置
硬
に
お
け
る
喫
煙
問
題
検
討
委
員
会
六
委
員
長
‘角
替
弘
志
常
葉
学

園
大
副
学
長
）は
十

一
日
、児
童
生
徒
を
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
書
か
ら
守
る
た
め
、
鈴

木
善
彦ヽ
県
教
育
長
に
①
喫
煙
防
止
教
育
の
充
寒
②
た
ば
こ
を
手
に
入
れ
に
く
い
社
会

環
境
づ
く
り
③
学
校
敷
地
内
全
面
禁
煙
の
実
施
―
の
三
つ
を
提
言
し
た
。
県
教
委
は

提
言
を
受
け
、
年
度
内
に
対
応
方
針
を
固
め
亀

喫
煙
防
止
教
育
で
は
保
護

一を
合
め
た
推
進
や
地
域
に

一す
る
教
育
の
充
実
、
た
ば

を
手
に
入
れ
に
く
い
環
境 蝉肝

蜘
健
康
教
育
充
実
も
県教委検討委
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12)03.12.03

赤 田 信 一

「学校禁煙化」に関する小論文を地方新聞に掲載してもらう。

先の 03.11.11に行なわれた「学校における喫煙問題検討委員会」からの「学校禁煙化」

の提言を受け、それに関する私論を地方新聞に掲載してもらった。字数の制限があり、最

低限の意見しか提示できなかったが、学校禁煙化の意義に関する啓蒙活動の一環として、

少なからず効果的な影響を与えられたものと思われる。

このような小さな活動が、ひいては県民全体の「学校禁煙化」に向けた世論形成への一

助になつたものと考える。

静
岡
市

・
赤
田
　
信

一

〈
大
学
教
官
　
昴
歳
）

県
教
育
委
員
会
の

「学
校

に
お
け
る
喫
煙
問
題
検
討
委

員
会
」
は
、
来
年
度
よ
り
県

内
す
べ
て
の
公
立
学
校
の
敷

地
内
を
全
面
禁
煙
と
す
る
提

言
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
全

国
で
も
五
本
の
指
に
入
る
先

駆
的
で
教
育
的

・
健
康
的
配

慮
に
満
ち
た
学
校
敷
地
内
全

面
禁
煙
化
の
提
言
が
な
さ
れ

た
こ
と
を
、
私
は
県
民
の
ひ

と
り
と
し
て
本
当
に
誇
ら
し

く
思
い
ま
す
。
．

人
体
へ
の
有
害
性
が
確
定

さ
れ
て
い
る
「た
ば
一と
を
、

高
校
三
年
男
子
の
四
人
に

一

人
が
吸
っ
て
い
る
現
在
。
未

成
年
の
う
ち
か
ら
の
喫
煙
は

が
ん
の
発
生
率
を
数
倍
に
高

め
る
こ
と
か
ら
、
社
会
の
財

産
で
あ
り
宝
物
で
も
あ
る
子

供
た
ち
に
対
す
る

「喫
煙
率

低
下
に
向
け
て
の
効
果
的
な

た
ば
こ
対
策
」
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会

の
提
言

は
、
子
供
た
ち
の
生
命
や
健

康
が
最
優
先
課
題
と
さ
れ
る

べ
き
学
校
に
お
い
て

「喫
煙

嗜
７
薮
育
の

一
層
の
充
実
」

な
ら
び
に

「受
動
喫
煙
に
よ

る
健
康
被
害
を
発
生
さ
せ
な

い
」
と
い
っ
た
教
育
界
の
強

い
決
意
の
表
明
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
の

「た
ば
こ
と
の
決
別
宣
言
」

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
で
し

ょ
つヽ
。「学

校
敷
地
内
全
面
禁
煙

化
」
は
、
そ
れ
を
決
定
し
そ

一れ
を
実
際
に
順
守
し
て
い
く

す
べ
て
の
大
人
に
よ
る

「
子

・供
た
ち
の
健
康
と
い
の
ち
を

い
と
お
し
む
愛
情
表
現
」
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。　
　
．

趾
讚

平成 15年 12月 03日 朝刊 静岡新聞掲載

13)03.12.06 第2回 ;静岡 :「公立学校敷地内完全禁煙化」推進サポート研究会 (フ ォーラム)を開催

する。

先の03.11.11に「学校における喫煙問題検討委員会」からの「学校禁煙化」の提言が行

われ、「学校禁煙化の実現」の筋道が示された。ここでさらにその機運を高めることを目的

として、「学校禁煙化」の際に必ず必要となる「学校禁煙化のポスターの開発フォーラム」

を当研究室が開催した。

開催にあたつては、その時点において「学校禁煙化」が実施されている他県の市町村か

ら「学校禁煙化のポスター」を入手し、そのデザインや製作手法等の分析検討を行つた。

フキーラムにおいては、その検討をもとに、今後の静岡県における適切な「学校禁煙化ポ

スター」のあり方を探っていった。

また、このフォーラムの情報とその社会的意義についての筆者の考えを地方新聞の新

聞記者に提供し、後日の新聞紙面への掲載を願つた。記事掲載の権限ま'たそれによる社会

的成果は、当然のことながらその新聞社のものであるが、結果としてフォーラムの記事が

掲載され、「学校禁煙化の議論」が広く県民の知られるところとなった。

また、フォーラムの成果は静岡県教育委員会また市町村教育委員会へ送付した。「学校



静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」について②

禁煙化の実施」に伴って必ず必要となる「学校禁煙化のポスター」の作成の一助となるこ

とを願った。
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静
岡
効
果
的
ポ
ス
タ
ー
作
り
研
究

静
岡

「
公
立
学
校
敷
地
内

完
全
禁
煙
化
」
推
進
サ
ポ
ー

ト
研
究
会

（発
起
人

・
赤
田

信

一
静
岡
大
教
育
学
部
助
教

授
）
は
六
日
、
静
岡
市
池
田

の
グ
ラ
ン
シ

ッ
プ
で
、
敷
地

内
全
面
禁
煙
を
知
ら
せ
る
校

門
掲
示
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
る

学
習
会
を
開
い
た
「
養
護
教

諭
や
学
生
ら
が
参
加
し
て
、

効
果
的
な
ポ
ス
タ
ー
作
り
に

取
り
組
ん
だ

同
研
究
会
が
目
指
す

「
穏

や
か
で
確
実
な
学
校
た
ば
こ

対
策
」
の

一
環
。
参
加
者
は

県
内
外
で
実
際
に
使
わ
れ
て

い
る
ボ
ス
タ
ー
を
見
た
り
、

製
作
途
中
の
作
品
を
見
せ
合

い
な
が
ら
意
見
交
換
し
、
各

自
が
色
ベ
ン
や
ク
レ
ヨ
ン
な

ど
使

っ
て

″理
想
の
ポ
ス
タ

ー
″
に
仕
上
げ
た
。

「生
涯

無
煙
を
目
指
す
子
ど
も
に
、

大
人
は
手
本
を
示
し
ま
し
ょ

う
」
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し

た

コ
ピ
ー
や
イ
ラ
ス
ト
を
添

え
た
。

研
究
会
は
今
後
、
出
来
上

が

っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
県
教
委

や
市
町
村
教
委
に
提
示
し
、

実
際
に
掲
示
す
る
ポ
ス
タ
ー

の
候
補
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
働
き
掛
け
る
と
い
う
。

学
校
敷
地
内
全
面
禁
煙
に

つ
い
て
は
、
県
教
委
が

「
学

校
に
お
け
る
喫
煙
問
題
検
討

委
員
会
」
の
提
言
を
受
け
て

年
度
内

に
方
針

を
決

定

す

る
。

敷地 内全面禁煙を呼び掛け るポスターを作る

参加者壼静 岡市池 田のグラ ンシ ップ

平成 15年 12月 03日 朝刊 静岡新聞掲載
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学校敷地内禁煙のお知らせ

児童 。生徒に、より健康的で安全む学校環境を提供するために、

平成 16年 4月 より敷地内全面禁煙といたしました。

学校敷地内に出入りされるすべての方に禁煙

をお願いいたしており、禁煙に御協力いただ

けない場合には、遺憾ではございますが、

学校への立ち入りを許可できません。

ご理解をいただきご協力下さいますようお願いいたします。

学校長

● フォーラム当日までに収集した他県の「学校禁煙化」ポスター (実用されているもの)

敷地内禁煙

仙台市教育委員会

仙台市

学校内完全禁煙

ご協力をお願いします。

広島市教育委員会

広島市

ノースモーキング

スクール宣言

こどもたちのため にタバ コの

な い学校 を実現 します。 ご理

解 とご協力をお願 い します。

白根御勅使中学校長

自根御勅使中 PTA

南アルプス市

学校敷地内禁煙

子どもたうのために、タバコのな

い学校づくりにご協力ください。

学校長

鳥取市

学校敷地内禁煙に
ご協力を

お願いします。

宇都宮市教育委員会

宇都宮市

校内禁煙に
ご協力を
お願いします

和歌山県



静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」について②

14)04.01.10 静岡県立静岡中央高校において2004年度から学校敷地内全面禁煙化が実施されることが

地方新聞に掲載される。

先の 03。 11。11に 「学校における喫煙問題検討委員会」からの「学校禁煙化」の提言が行

われ、「学校禁煙化の実現」の筋道が示された。この時点までには、いくつかの県内の小学

校。中学校では、学校禁煙化が実施されてきており、その他の小学校・中学校においても、

その県内の先行学校を例にした「学校禁煙化への移行」はスムーズに行われることが予見

されていた。しかしながら、喫煙者の割合が最も多い高等学校での先行例はなく、「学校に

おける喫煙問題検討委員会」からの「学校禁煙化」の提言がなされたとはいえ、各校にお

いては、どのようにその後の対策を進めるべきか不明な点が多く、実際に、「学校禁煙化」

には踏み出せない状況があった。

そのような不明な点を解消し、高等学校における「学校禁煙化」の推進モデルを示せる

学校が、この静岡中央高校であったぃ́、

筆者は、この静岡中央高校の取り組みとその社会的意義を地方新聞の新聞記者に情報

提供し、後日の新聞紙面への掲載を願った。記事掲載の権限またそれによる社会的成果は、

当然のことながらその新聞社のものであるが、結果として静岡中央高校の記事が掲載さ

れ、「高等学校における学校禁煙化のモデル」が広く県民とそして県内の高等学校関係者

の知られるところとなった。

来 年 度 か ら静 岡 中央 高
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敷地内を全面禁煙

平成 16年 1月 10日 朝刊 静岡新聞掲載

共
用
の
喫
煙
室
廃
止

生
徒
へ
の
個
別
指
導
も

県
立
静
間
中
央
商

（
壼
岡
市
域
北
二
丁
目
）
は
平
成
十
六
年
度
か
ら
、
学
校
敷
地

内
全
面
蕪
燿
を
実
歴
す
る
こ
と
を
決
め
た
「
単
位
制
の
〓
時
制
、
通
信
制
凛
程
で
構

成
〓

展

呈

占

埜

２

雪

麗

し
、
籠

羞

異

雰

履

憲

あ

象

、
こ
警

歴

し
蔑

余

死
差

ぞ

籠

ａ

醤

畿

育
毛

手

亀

し
、
生
涯
学
留
諄
座
な
ど
を

受
籠
す
る
外
来
者
に
も
理
解

察

咤
生
徒
に
は
全
校
集
会
で
全

面
禁
題
を
伝
え
、
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
の
時
間
に
担
任
の
話
や

ビ
デ
オ
で
た
ば
こ
の
書
を
説

く
な
ど
し
て
い
る
一
今
後
は

二
＋
山
画
Ｉ
あ
喚
燿
生
徒
ヘ

の
個
別
指
導
の
ほ
か
、
襲
剤

師
に
よ
る
瞑
題
防
止
疇
演
会

な
ど
を
計
日
し
て
い
る
「
川

島
慎
二
散
頭
は

「
生
徒
に
燿

を
吸
わ
せ
ず
、
理
題
に
い
さ

な
や

結

菫
境
た
垂

へ

喫

一墨
願
よ
歌
爾
を
コ
果
的
に
進

あ
〓
〓
存
の
に
は
最
需
雷
い企
画

禁
燿
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断

し
た
」
と
全
面
禁
題
に
踏
み

塁

籠

掟

同
校
は
現
在
、分
燿
制
く

会
に
は
既
に
方
針
を
説
明
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15)04.01.26 静岡県教育委員会から平成 16年度中における県下すべての幼稚園。公立学校の敷地内前

面禁煙化の実施が通知される。

完全実施はこの通知から約 1年 2ヶ 月後という、かなりの猶予期間を設けたもので

あったが、この通知により、静岡県公立学校全校の「学校禁煙化」が決定された。

おわりに

以上、静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」の実現に至るまでの経過、“シズオカプロセス"の解明

の試みとして、筆者が直接かかわつた研究会「静岡 :公立学校敷地内完全禁煙化推進・サポート研究会」

の稚拙な活動を中心とした 2003。 3。 13から2004。 1.26の動向を示した。

そこには、公の議論の場となった「学校におけるたばこ問題検討委員会」の誕生を迎え、そこでの議論

が最終的に「県下一斉の学校敷地内全面禁煙化の実施」の結論に至るよう、その委員会委員やその議論を

見つめる静岡県教育委員会また市町村教育委員会へ対して、時期を得た様々な情報提供を行なつてきた

当研究会の活動の姿勢があらためて明確にされたものと思う。

また新聞やニユース番組などのメデイアとのタイアップするなかで、学校敷地内禁煙化の実現を「世論

化」することにより、その「世論」が「行政」の取り組みを触発していくといったサイクルを形成するこ

とに、当研究会は成功したものともいえる。

当研究会が最初に活動をはじめたころ、大方の行政官の反応は「学校禁煙化など絶対に不可能」、「教員

組織が認めるはずがない」など、極めて否定的なものだった。しかしながら、その反応は、その後の世論の

学校禁煙化を支持する動きに敏感であり、最終的には、行政により「学校敷地内禁煙化」の実施が決定さ

れた。

筆者は、「行政は世論を裏切らない」ことを、今回の活動で実感したとともに、世論の願いと行政の決定

が、学校に通う児童・生徒の健康と生命を守れることを理解した。

なお、本研究が目指す “シズオカプロセス"の全体像の解明に対して、今回の報告はその一部分しか記

載できていない。当然のことながら、当研究会以外の多くの方々の取り組みが実際に存在し、その方々の

力により静岡県における「学校敷地内禁煙化」の実現はかなえられた。今後はその解明を目指したい。

最後に、静岡県の学校禁煙化が完全実施される前々日 (05。 3.30)に地方新聞 (静岡新聞朝刊)に掲載さ

れた筆者の拙文を載せ本稿を開じたい。
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